
別紙１

分野 業務内容

コンディショニング コンディショニング、リハビリテーションを目的としたエクササイズ、ケアの提供

トレーニング 障害予防、パフォーマンス向上を目的としたエクササイズの提供

栄養 体組成チェック、栄養相談、栄養調査・分析

心理 メンタルマネジメント技法の提供、心理カウンセリング

映像 トレーニング、競技会における映像の撮影とフィードバック、映像データベースの構築

バイオメカニクス パフォーマンス分析、動作分析

生理・生化学 生理学的モニタリング、体組成チェック



別紙２

分野 資格・スキル・経験

コンディショニング

〇次のいずれかの資格を持っている者

・アスレティックトレーナー（日本スポーツ協会公認）

・パラスポーツトレーナー（日本パラスポーツ協会公認）

・理学療法士（厚生労働省認定）

・柔道整復師（厚生労働省認定）

・はり師（厚生労働省認定）

・きゅう師（厚生労働省認定）

・あん摩マッサージ指圧師（厚生労働省認定）

・BOC-ATC（米国アスレティックトレーナー資格認定委員会公認アスレティックトレーナー）

〇競技スポーツにおけるトレーナーとしての活動経験が1年以上あること。

トレーニング

〇次のいずれかの資格を持っている者

・日本トレーニング指導者協会（JATI）トレーニング指導者（ATI）

・日本トレーニング指導者協会（JATI）上級トレーニング指導者（AATI）

・日本トレーニング指導者協会（JATI）特別上級トレーニング指導者（SATI）

・NSCA-CPT（NSCA認定パーソナルトレーナー）

・NSCA-CSCS（NSCA認定ストレングス＆コンディショニングスペシャリスト）

　※NSCA（National Strength and Conditioning Association）

〇運動指導に関する経験が1年以上あること。

栄養

〇関連領域の修士

〇管理栄養士免許を有する者（厚生労働省大臣認定）

〇公認スポーツ栄養士（日本スポーツ協会・日本栄養士会認定）取得済みもしくは受講中である者

心理

〇関連領域の修士

〇次のいずれかの資格を持つ者もしくは取得を目指す者

・スポーツメンタルトレーニング指導士（日本スポーツ心理学会認定）

・公認心理師（文部科学大臣・厚生労働大臣認定）

・臨床心理士（日本臨床心理士資格認定協会認定）

映像
〇関連領域の学士

（パフォーマンス分析、動作分析、ゲーム分析、情報処理、情報工学）

バイオメカニクス 〇関連領域の修士

生理・生化学 〇関連領域の修士


